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四
月
に
入
り
ガ

ソ
リ
ン
暫
定
税
率

が
期
限
切
れ
と
な

り
経
済
活
動
の
混

乱
の
中
、
長
年
価

格
が
変
わ
ら
ず
に

い
た
牛
乳
や
し
ょ

う
ゆ
な
ど
の
出
荷

価
格
が
一
斉
に
あ
が
っ
た
。
い

ず
れ
も
原
材
料
高
騰
が
理
由
で

あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
の
小
麦
売
り
渡

し
価
格
の
三
〇
％
引
上
げ
に

よ
り
パ
ン
、
麺
類
、
菓
子
な

ど
の
価
格
が
四
月
以
降
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
電
力
や
ガ
ス
料
金
、

国
民
年
金
の
保
険
料
上
昇
と
家

計
に
と
っ
て
は
負
担
増
の
新
年

度
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
の
経
済
は
「
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
物
価
の
上

昇
）
と
ス
タ
グ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
景

気
の
後
退
）
が
同
時
に
発
生
す

る
」
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ

と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

８
年
ぶ
り
に
〇
・
四
二
％
ア
ッ

プ
の
プ
ラ
ス
改
定
が
実
現
し

た
も
の
の
、
生
活
必
需
品
の

値
上
げ
が
家
計
に
打
撃
を
与

え
家
計
か
ら
医
療
に
使
う
お

金
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
く

す
る
状
況
を
危
惧
す
る
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
？
ぜ
ひ
と

も
景
気
を
良
く
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
。
（
Ａ
）

パノラマ

平
成
一
九
年
度

　
　

第
二
回
総
会（
通
常
）
H20.3.28

　

平
成
二
〇
年
三
月
二
八
日（
金
）

午
後
七
時
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
、
北
区
歯
科
医
師

会
平
成
一
九
年
度
第
二
回
総
会

（
通
常
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

多
田
議
長
、
矢
追
副
議
長
が

着
席
し
定
刻
に
多
田
議
長
よ
り

開
会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。
賀
本

理
事
よ
り
点
呼
の
結
果
発
表
が

あ
り
、
現
会
員
数
一
九
八
名
、

定
足
数
一
〇
〇
名
、出
席
者
三
四

名
、
書
面
表
決
八
四
名
、
委
任

状
提
出
一
八
名
、
合
計
一
三
六

名
で
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

中
谷
副
会
長
に
よ
る
開
会
の

こ
と
ば
の
後
、
議
事
録
署
名
人

に
一
五
班
の
井
上
敏
治
先
生
、

十
一
班
の
橋
本
收
先
生
が
指
名

さ
れ
た
。

　

黒
川
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
執

行
部
は
折
り
返
し
点
が
近
付
こ

う
と
し
て
い
る
が
、
遺
漏
な
く

会
務
運
営
を
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

次
に
来
賓
の
挨
拶
に
移
り
、

天
羽
府
歯
理
事
よ
り
夜
間
緊
急

歯
科
診
療
に
二
万
三
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
患
者
さ
ん
の
来
院
が

あ
り
、
府
民
の
皆
様
か
ら
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
、
会
員
の
協
力
に
感
謝
を
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
日
本
歯
科
医

学
会
が
も
っ
と
会
員
の
為
に
な

る
よ
う
に
日
歯
か
ら
指
導
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
、
岡
会
長
は

じ
め
府
歯
代
議
員
会
か
ら
強
く

求
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

報
告
事
項
で
会
務
中
間
報
告

が
大
塚
専
務
理
事
よ
り
な
さ
れ
、

そ
の
間
に
物
故
者
及
び
に
物
故

者
家
族
へ
の
弔
慰
黙
祷
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
野
口
常
務
理

事
よ
り
福
祉
共
済
制
度
会
務
中

間
報
告
、
三
輪
理
事
よ
り
会
計

中
間
報
告
、
野
口
常
務
理
事
よ

り
福
祉
共
済
会
計
中
間
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
委
員
会
報
告
と
し

て
福
祉
共
済
制
度
検
討
委
員
会

報
告
が
橋
本
收
委
員
長
よ
り
、

府
歯
代
議
員
報
告
が
高
麗
代
議

員
よ
り
行
わ
れ
た
。
報
告
の
最

後
に
新
入
会
員
（
二
班
）
川
里

邦
夫
先
生
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

議
事
に
移
り
第
一
号
議
案
平

成
二
〇
年
度
事
業
計
画
と
第
２

号
議
案
平
成
二
〇
年
度
一
般
会

計
収
支
予
算
が
大
塚
専
務
理
事
、

大
浦
常
務
理
事
よ
り
一
括
上
程

さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
挙
手
に

よ
り
可
決
さ
れ
た
。
引
き
続
き

第
三
号
議
案
平
成
二
〇
年
度
特

別
会
計
収
支
予
算
の
提
案
理
由

説
明
が
大
浦
常
務
理
事
、
野
口

常
務
理
事
よ
り
さ
れ
、
採
決
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
全
員
の
挙

手
に
よ
り
可
決
成
立
し
た
。

　

最
後
に
東
郷
副
会
長
よ
り
閉

会
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
多
田
議

長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
総
会
が

終
了
し
た
。
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現
広
報
部
も
折
り
返
し
地
点

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。（
広
報
部
一
同
）

編
集
後
記

み
お
つ
く
し
の
会

み
お
つ
く
し
の
会
H20
3.29

「
春
の
突
風
」

　
　
　
　
　
　

副
会
長　

東
郷
達
夫

論説

　

穏
や
か
な
日
ざ
し
が
差
し
込

む
春
風
駘
蕩
の
季
節
で
す
。
し

か
し
、
昨
今
の
世
情
は
如
何
な

も
の
だ
ろ
う
か
？
年
金
受
給
問

題
、
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医

療
制
度
、
揮
発
油
税
及
び
地
方

道
路
税
問
題
な
ど
国
民
生
活
に

密
着
す
る
多
く
の
問
題
が
山
積

し
政
治
も
大
き
く
揺
れ
動
い
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

歯
科
界
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず

多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
春
の
嵐

の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
新
年
度
に
入
り
診
療
報

酬
改
定
と
同
時
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
導
入
が
実
践
さ
れ

た
。
今
回
の
改
定
で
は
〇
・
四

二
%
引
き
あ
げ
ら
れ
、
日
歯
の

見
解
に
よ
る
と
特
徴
と
し
て
・

治
療
方
針
の
見
直
し
に
よ
る
治

療
体
系
の
変
更
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
創
設
に
よ
る
在
宅

療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
設
置
・

先
進
医
療
か
ら
の
も
の
も
含
め

た
新
規
技
術
の
保
険
導
入
な
ど

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

反
面
社
会
保
障
費
二
二
〇
〇

億
円
削
減
の
シ
ー
リ
ン
グ
を
受

け
て
お
り
、
改
訂
を
取
り
巻
く

状
況
は
依
然
変
ら
ず
厳
し
い
と

も
報
告
し
て
い
る
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
と
経
済

の
低
成
長
が
続
く
中
、
今
後
医

療
費
の
中
で
と
く
に
老
人
医
療

費
が
半
分
占
め
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
老
人
保

健
制
度
を
続
け
る
と
現
役
世
代

の
負
担
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る

た
め
、
高
齢
者
世
代
に
も
公
平

に
負
担
を
依
存
す
る
制
度
が
考

え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
将
来
的
に

は
診
療
報
酬
は
別
建
て
の
定
額

制
と
し
後
期
高
齢
者
の
心
身
の

特
性
に
相
応
し
い
診
療
報
酬
体

系
を
口
実
に
、
診
療
報
酬
を
引

き
下
げ
、
受
け
ら
れ
る
医
療
に

制
限
を
設
け
る
方
向
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
「
定
額
制
」
と
な

れ
ば
、
積
極
的
に
治
療
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
医
療
機
関
の
持
ち
出

し
と
な
り
、
手
を
か
け
な
い
ほ

う
が
利
益
を
多
く
生
み
出
す
仕

組
み
で
、
高
齢
者
に
対
す
る
医

療
内
容
の
劣
悪
化
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
高

齢
者
の
保
険
料
の
増
額
と
診
療

報
酬
体
系
変
更
で
医
療
費
抑
制

す
る
こ
と
が
目
的
と
推
察
す
る
。

即
ち
医
療
の
本
質
を
無
視
し
、

財
政
的
な
課
題
の
み
に
対
応
す

る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
と

疑
問
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
え
な

い
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
で
国
民
も

行
政
も
混
乱
し
て
い
る
中
、
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
さ
さ
や
か
れ

る
歯
科
界
も
個
々
の
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
願
う
こ
と
も
当

然
で
あ
る
が
、
経
済
的
な
面
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
大

き
な
視
野
か
ら
国
民
の
健
康
を

維
持
し
、
健
や
か
な
生
涯
を
過

ご
せ
る
こ
と
を
支
援
す
る
保
険

の
在
り
方
を
考
え
る
好
機
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

お
だ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ

た
三
月
二
九
日
（
土
）
の
正
午

よ
り
、
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
二
五
階
「
本
吉
兆
」

に
て
十
三
名
の
ご
長
寿
の
先
生

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
「
北

歯
み
お
つ
く
し
の
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

野
口
常
務
理
事
の
司
会
の
下
、

黒
川
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の

後
、
安
田
良
三
先
生
に
乾
杯
の

音
頭
を
お
願
い
し
て
祝
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
懐
石
料

理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
春
の
宴

と
な
り
ま
し
た
。

　

各
先
生
か
ら
ご
近
況
や
歯
科

界
へ
の
所
感
な
ど
を
伺
い
、
和

や
か
な
歓
談
の
中
に
も
活
発
な

意
見
交
換
も
行
わ
れ
て
、
予
定

時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
最
後
に
中
谷
副
会

長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
の
後
、

記
念
撮
影
を
行
い
春
恒
例
と
な

り
ま
し
た
祝
宴
を
終
了
し
ま
し

た
。
ご
出
席
戴
き
ま
し
た
先
生

方
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

尚
、
当
日
の
ご
出
席
は
安
田

良
三
先
生
、
安
田
清
子
先
生
、

青
山
敏
男
先
生
、
前
田
勝
先
生
、

山
田
昇
一
先
生
、
阪
本
義
樹
先

生
、
大
塚
禮
三
先
生
、
井
上
慶

子
先
生
、
井
上
敏
治
先
生
、
三

浦
康
宏
先
生
、
猪
木
一
成
先
生
、

坂
口
喜
史
夫
先
生
、
西
川
亨
先

生
で
し
た
。

（
出
席
役
員
・
黒
川
会
長
、
中

谷
副
会
長
、
東
郷
副
会
長
、
高

麗
副
会
長
、
大
塚
専
務
理
事
、

高
畑
理
事
）

（
福
祉
2
部
・
野
口
常
務
理
事
、

廣
田
部
員
、
森
川
部
員
、
國
田

部
員
）

（
福
祉
2
部　

野
口
秀
夫
記
）
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